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（１）経営成績に関する説明 

 当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、海外景気の下振れリスクがあるものの、輸出が持ち直し、各

種政策の効果が発現するなかで、景気回復が期待される状況でありました。 

 当業界におきましては、商談数の増加など、受注環境に上向き傾向が見えてきましたが、顧客の情報化投資、設

備投資等に対しては慎重な動きが続き、厳しい状況下にあります。 

 このような状況の中、当社グループは平成23年４月１日付の当社持株会社化および会社分割により、事業ごとの

責任と権限の明確化、スピード経営・自主独立経営の徹底、各業種・業態に最適な経営体制の確立、変化に対応出

来る柔軟な経営体制の確立を実現し、より強固な経営基盤の確立並びに成長促進を目指しております。 

 なお、当第１四半期連結累計期間における、当社グループの状況は、売上は堅調に伸びたものの、利益に関して

は各事業において先行投資をしたことが影響し、前年同四半期より損失が増大しております。 

 以上の結果、売上高は、21億64百万円（前年同四半期比2.6％増）、営業損失は、１億67百万円（前年同四半期

は営業損失49百万円）、経常損失は、１億65百万円（前年同四半期は経常損失47百万円）、四半期純損失は、１億

82百万円（前年同四半期は四半期純損失69百万円）となりました。 

  

 セグメントの状況は以下のとおりです。 

  

・クレオマーケティング事業 （主たる事業：基幹系・情報系業務ソリューションから、組み込み系ソフトウェアまで、 

トータルICTソリューションの開発・提供） 

 売上は、前年同四半期より微減となりましたが、利益に関しては、「人事給与」「会計」を中心としたトータル

ＩＣＴソリューションＺｅｅＭ製品の20周年プロモーション費用や製品維持メンテナンス費用等の発生により、大

幅に減少となりました。 

 その結果、売上高は４億21百万円（前年同四半期比5.1％減）、営業損失72百万円（前年同四半期は営業損失13

百万円）となりました。 

  

・クレオソリューション事業 （主たる事業：システムやネットワークの構築から、各種業務アプリケーションの開発） 

 既存顧客との関係強化ならびにトラブルプロジェクト防止の徹底を継続した結果、売上、利益共に前年同四半期

とほぼ同等に推移しました。 

 その結果、売上高は６億50百万円（前年同四半期比4.9％減）、営業損失１百万円（前年同四半期は営業利益０

百万円）となりました。 

  

・筆まめ事業 （主たる事業：はがき・住所録ソフト「筆まめ」をはじめとしたソフトウェア製品の企画・開発・販売） 

 フォトムービー作成ソフト「デジカメde!!ムービーシアター4」のWedding版や書籍セットなどの新製品を発売し

た結果、前年同四半期より売上は大幅に増加いたしました。利益に関しては、新製品の販売促進費用などが増加し

た結果、前年同四半期を下回りました。 

 その結果、売上高は１億10百万円（前年同四半期比31.8％増）、営業損失79百万円（前年同四半期は営業損失61

百万円）となりました。 

  

・クレオネットワークス事業 （主たる事業：ICT基盤サービスプラットフォームとメディアプラットフォームの提供） 

 主力製品であるクラウド型・ビジネスプロセス管理プラットフォーム「SmartStage BizPlatform」を中心に堅調

に進んだ結果、前年同四半期に比べ売上は大幅増、利益も損失額が縮小しました。 

 その結果、売上高は１億47百万円（前年同四半期比48.1％増）、営業損失12百万円（前年同四半期は営業損失22

百万円）となりました。 

  

・クリエイトラボ事業 （主たる事業：ヘルプデスクなどを中心としたサポート＆サービス） 

 厳しい市況環境に適応するべく、新規プロジェクトへの先行投資など商談数増加に努めました結果、前年同四半

期に比べ売上は微増、利益に関しては先行投資の発生やプロジェクト利益率の低下などにより減少となりました。

 その結果、売上高は８億34百万円（前年同四半期比4.6％増）、営業利益19百万円（前年同四半期比69.7％減）

となりました。 

  

１．当四半期決算に関する定性的情報



（２）財政状態に関する説明 

資産、負債及び純資産の状況  

当第１四半期連結会計期間末の流動資産につきましては、前連結会計年度末に比べ、４億21百万円の減少とな

りました。 

 これは主として売掛金の減少によるものです。 

固定資産につきましては、前連結会計年度末に比べ、87百万円の増加となりました。 

 これは主としてソフトウェアの増加によるものです。 

流動負債につきましては、前連結会計年度末に比べ、１億７百万円の減少となりました。 

 これは主として賞与引当金の減少によるものです。 

純資産につきましては、前連結会計年度末に比べ、２億25百万円の減少となりました。 

 これは主として四半期純損失の計上及び剰余金処分の配当によるものです。  

  

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 連結業績予想に関しましては、平成25年５月14日付け「平成25年３月期決算短信」において公表いたしました第

２四半期連結累計期間及び通期の業績予想に変更はございません。 

 しかしながら、リスクや不確実性を含んでおり、そのための様々な要因の変更により、大きく異なる結果になる

可能性があります。第２四半期連結会計期間においては、以下のようなリスクがあります。 

①クレオマーケティング事業については、新規顧客の獲得の遅れが生じた場合、あるいは第２四半期連結会計期間

 に予定しているライセンス販売等の検収が下期にずれ込む場合には予想と実績が大きく乖離する可能性がありま

 す。 

②クレオソリューション事業については、事業の性質上第２四半期連結会計期間末月に検収が集中しており、検収

 の進捗により売上計上時期が下期にずれこむ可能性があります。また、今後の開発状況によっては不採算プロ 

 ジェクトが顕在化する可能性があります。 

   

   

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

 該当事項はありません。 

  

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 該当事項はありません。 

  

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

 該当事項はありません。 

   

   

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成25年６月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,923 3,096

受取手形及び売掛金 1,993 1,229

商品及び製品 19 18

仕掛品 234 453

その他 318 268

流動資産合計 5,489 5,067

固定資産   

有形固定資産 171 186

無形固定資産   

のれん 5 4

その他 646 728

無形固定資産合計 652 733

投資その他の資産 220 212

固定資産合計 1,044 1,131

資産合計 6,533 6,199

負債の部   

流動負債   

買掛金 448 353

未払法人税等 28 10

賞与引当金 341 201

返品調整引当金 60 63

資産除去債務 4 －

その他 937 1,085

流動負債合計 1,822 1,714

固定負債   

未払役員退職慰労金 29 28

資産除去債務 49 53

その他 20 16

固定負債合計 99 97

負債合計 1,921 1,812



（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成25年６月30日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,149 3,149

資本剰余金 743 743

利益剰余金 843 617

自己株式 △154 △154

株主資本合計 4,581 4,355

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 0 0

その他の包括利益累計額合計 0 0

少数株主持分 30 31

純資産合計 4,612 4,386

負債純資産合計 6,533 6,199



（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年６月30日) 

売上高 2,109 2,164

売上原価 1,649 1,770

売上総利益 459 394

販売費及び一般管理費 508 561

営業損失（△） △49 △167

営業外収益   

受取利息 0 0

受取配当金 0 0

受取保険金 1 1

その他 1 0

営業外収益合計 3 1

営業外費用   

支払利息 0 0

その他 0 0

営業外費用合計 1 0

経常損失（△） △47 △165

特別損失   

投資有価証券評価損 － 1

その他 － 0

特別損失合計 － 1

税金等調整前四半期純損失（△） △47 △167

法人税、住民税及び事業税 8 5

法人税等調整額 12 9

法人税等合計 20 14

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △67 △181

少数株主利益 1 0

四半期純損失（△） △69 △182



（四半期連結包括利益計算書） 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △67 △181

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 0 0

その他の包括利益合計 0 0

四半期包括利益 △67 △181

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △69 △182

少数株主に係る四半期包括利益 1 0



 該当事項はありません。   

   

 該当事項はありません。   

   

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日 至 平成24年６月30日） 

 １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

  

 ２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項） 

  （注）全社費用及び利益は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費や経営指導料等であります。  

  

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年６月30日） 

 １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

  

 ２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項） 

  （注）全社費用及び利益は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費や経営指導料等であります。  

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

（セグメント情報等）

（単位：百万円）

  
クレオ 

マーケティング
事業 

クレオ
ソリューション

事業

筆まめ
事業 

クレオ
ネットワークス 

事業

クリエイトラボ 
事業 合計

売上高   

外部顧客への売上高  443  684  83  99  797  2,109

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 33  2  0  41  131  209

計  477  686  83  141  929  2,318

セグメント利益又は損失(△)  △13  0  △61  △22  63  △34

  （単位：百万円）

利益 金額 

報告セグメント計  △34

セグメント間取引消去  △66

全社費用及び利益（注）  51

四半期連結損益計算書の営業損失(△)  △49

（単位：百万円）

  
クレオ 

マーケティング
事業 

クレオ
ソリューション

事業

筆まめ
事業 

クレオ
ネットワークス 

事業

クリエイトラボ 
事業 合計

売上高   

外部顧客への売上高  421  650  110  147  834  2,164

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 47  5  －  26  118  196

計  468  655  110  174  952  2,361

セグメント利益又は損失(△)  △72  △1  △79  △12  19  △146

  （単位：百万円）

利益 金額 

報告セグメント計  △146

セグメント間取引消去  △100

全社費用及び利益（注）  79

四半期連結損益計算書の営業損失(△)  △167
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